
 

 

 

 

 

 
 
 
 

力いっぱい大運動会「前半」「後半」 
 

９月１７日（日）と２６日（火）、ＰＴＡ執行部、体育環境部の皆様のご協力をいただきながら、令

和５年度西根小学校大運動会を開催しました。今年は、「暑さ」「感染症」「順延」の３つの対応が必

要になり、開会行事～リレー～徒競走までの「前半」、応援合戦～団体競技～閉会式までの「後半」に

分けての実施になりました。そのため、ご来賓の皆様に席を設けてのご案内でなく、地域の皆様全てが

ご来賓だと考え、取り組んできました。子供たちは、「協力・全力 心を一つにきそいあえる運動会」

のスローガンのもと、赤組、白組ともに、心一つに練習を積み上げてきました。 

 今年ほど「運動会は当日限りのものではない」と感じさせられた年はありません。暑さや感染症と戦

い、子供たちも職員もなかなか全員が揃わない状況の中で、お互いに補い合い、支え合い、毎日の練習

や準備に取り組んできました。「前半」と「後半」の熱戦の結果、総合優勝は赤組。応援賞は赤組と白

組（同点）。その中での子供たちの成長は、「あったかの木」によく表れています。 

「１回教えれば、すぐにおぼえて、すごいなと思いました。応援団長についてきてくれて、ありがとう！」 

「応援合戦でも、組は違うけど、副応援団長としてがんばろうね。これからもよろしくね！」 

「６年生は、きちんとしていて、人がいなくてもがんばっているので、がんばります！」 

ＰＴＡ執行部、体育環境部の皆様、保護者の皆様、西根地区の皆様、おかげさまで、子供たち一人一

人が成長する素晴らしい運動会ができました。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体種目（１・２・３年）    団体種目（４・５・６年）        １００ｍ走 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合優勝（赤組）         応援合戦（白組）        応援合戦（赤組） 

応援賞（赤組・白組） 

「刻歩極頂」（こくほきょくちょう） 一歩一歩の歩みを大切に 頂上にたどり着く 
長井市初代名誉市民 孫田 秀春 博士 揮毫 

長井市立西根小学校 

学校だより第１０号 

令和５年９月２９日 



 

1 日  11 水  21 土 （木地山山荘雪囲い） 

２ 月 保護者面談③ 

放課後縄文太鼓練習 

12 木 持久走記録会 22 日  

3 火 保護者面談④ 

放課後縄文太鼓練習 

13 金 クラブ（３年生見学） 23 月  

4 水 就学時健康診断 

さつまいも掘り（１・２年） 

14 土  24 火  

5 木 保護者面談⑤ 15 日 （ラインベルガーを知ろ

う！劇形式コンサート） 

25 水 ハイパーＱＵテスト 

6 金 委員会活動  通知表配付 

保護者面談⑥ 

16 月 学習発表会特別日課開始 26 木 尿検査 

7 土 （県 P大会前日準備） 17 火  27 金 ＰＴＡ執行部会 

8 日 縄文まつり P４年親子行事 

（県 P研修大会） 

18 水  28 土 学習発表会 

西根地区文化祭 

9 月 スポーツの日 

 

19 木 午前授業（先生方の研修

会のため） 

29 日  

10 火 令和５年度後期開始 20 金  30 月 10／28振替休業日 

      31 火 いなほ号 

＜ミニコラム＞ 子供の心とことばを育てるために（その１４） 

「母の煮物の味」 
 大根の葉が大きく伸び始めるこの季節、私（校長）には、必ず思い出す味がある。それは、今は亡

き母がよく作ってくれた大根葉の煮物。間引きした大根葉を油揚げと一緒に甘塩っぱく煮ただけのも

のだ。食べ慣れると癖になり、それだけでご飯が進んだ。 

 成人してたまに帰省する私の弟が食べたがるのは、やはり大根葉の煮物だった。弟が季節外れに帰

省した時も、兄はスーパーに大根葉を探しに行った。そんなことも、忘れられない。兄と弟は、偶然、

「母の味」は「大根葉の煮物」で一致した。 

 あなたの「母の味」あるいは「父の味」は、どんな味？ いろんな人と、そんな会話がしたくなる。 

 私の教員１年目、昭和の終わり頃。まだ土曜日に授業があった頃だ。新卒で３年生の担任をしてい

た私は、土曜日、スポ少に行くまでの間、教室でお弁当を食べて待つ子供たちと一緒に過ごすことが

多かった。体育館でのスポ少に送り出してシャッターを閉めるまで、子供たちと一緒に過ごす時間が

楽しくて仕方がなかった。 

その時、私は母に詰めてもらった弁当を食べていたのだが、ある時、私のお弁当の「切り干し大根

の煮つけ」を発見した子が何人かいて、「先生、食べさせてー」とねだられ、結局、全部食べられた。

ちなみに、誰に食べられたのか、今でも克明に記憶している。 

そんな土曜日のお弁当の時間が何度あったことだろう。「この子たちは、煮物の味が分かるんだな

あ」と、私はうれしい気持ちだった。私にとって「切り干し大根の煮つけ」も大切な母の味だ。 

私も毎年、娘たちに「父の味」を食べさせる。それは「白菜の味噌汁」だ。お盆、親子でポットに

種まきし、９月、運動会の振休に定植し、収穫は雪が積もってからにする。味噌汁にすれば、雪中白

菜の甘さがお椀いっぱいに広がる。我が家の定番料理の一つだと思っている（私だけ？）。 

子供たちが親になるまでに、「母の味」とか「父の味」とか、何かいいものを残してあげたいと思

う。良くも悪くも自分が受けた教育や子育ては、次の世代に繰り返すことが多いから。 

 



 


